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● 特集３．新しい降灰予報の提供開始について 

 

気象庁は、平成 27 年３月 24 日より「降灰予報（定時）」を、４月 23 日より「降灰予報（速報）」及

び「降灰予報（詳細）」の新しい降灰予報の提供を開始した。 

新しい降灰予報は、「降灰予報（定時）」、「降灰予報（速報）」及び「降灰予報（詳細）」の３つの種類

があり、発表のタイミングや内容が異なる（図１）。 

「降灰予報（定時）」は、噴火の可能性が高い火山に対して、想定した噴煙高を用いて、噴火が発生

した場合の降灰範囲や小さな噴石の落下範囲を計算し、定期的（３時間ごと）に発表する（図２）。 

「降灰予報（速報）」は、噴火発生直後、事前に計算した想定噴火のうち最も適当なものを抽出し、「や

や多量」以上の降灰が予測された場合に、１時間以内の降灰量分布や小さな噴石の落下範囲を、噴火後

５～10分程度で速やかに発表する（図３）。 

「降灰予報（詳細）」は、噴火発生後、観測した噴煙高を用いて、精度の良い降灰量分布や降灰開始

時刻を計算し、６時間先までの１時間毎の詳細な予報を、噴火後20～30分程度で発表する（図４）。 

降灰量階級表では、降灰量に対する影響ととるべき行動を示している（図５）。 

 

 

図１．「降灰予報（定時）」、「降灰予報（速報）」及び「降灰予報（詳細）」の発表のタイミングと内容 
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図２．「降灰予報（定時）」の発表される情報及びその見方 
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図３．「降灰予報（速報）」の発表される情報及びその見方 
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図４．「降灰予報（詳細）」の発表される情報及びその見方 
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図５．新しい降灰予報の降灰量階級表 

 


